
 

 

 

 

 

 

2025 年７月２０日池田自然観察会レポート   

        水月公園のセミの羽化 

今年は梅雨明けが早く連日猛暑日が続く、セ

ミの羽化にはもってこいの気象状況が続いてい

ました。日中にはセミの声も盛んに聞かれるよ

うになり、セミ羽化が沢山みられることへの期

待が高まります。 

 緑のセンターのスタッフに聞くと、事前の予

約は 3 組とかで、昨年（２０組以上の予約があ

ったとか）と比べると非常に少なく、果たして

どれだけの方が集まるのか心配そうでした。そ

れでも集合時間にはスタッフ６名と一般参加者

２０名（大人２１名、子供９名）が集まり（昨年

の半分以下ですが）、観察会としては丁度良い

塩梅の人数と思われる。 

１８：３０の定刻になり、今日の観察会のス

タッフからセミにまつわる様々な興味深い話が

聞けまし

た。池田

市では８

種類のセ

ミが確認

されてお

り、この

水月公園

では毎年３種類（アブラゼミ、クマゼミ、ニイ

ニイゼミ）のセミが観察されている事。中でも

セミの一生のお話は、イラストや写真、実物（セ

ミの抜け殻、セミの産卵痕の付いた枯れ枝など）

を見てもらいながら、分かりやすく紹介されま

した。 

 続いて、スケジュールの確認と注意事項など

を確認した後、観察場所の梅林に向かいました。

最初は未だ明るくてなかなかセミの幼虫を見つ

けることができませんが、午後７時３０を過ぎ

る頃、「いた！」、「登ってるー」の声が聞こ 

え始めました。三ヶ所で幼虫が木登りしている

ことが判明し、多くの参加者が三ヶ所に分かれ

て観察に集中して

いると。「アツ！羽

が伸びてるいのが

いる！」との声。皆

が 3か所に気を取ら

れている間に、見逃

していた個体がひ

そかに羽化を進めていたのでした。結局三ヶ所

の個体は羽化の最後ま

では見ることができず、

背中が割れて、本体が殻

から抜けて、俗称イナバ

ウアー状態を経て、全身

が完全に抜けてぶら下

るところまで見られた

ところで観察会終了の８：４５になりました。 

観察中には「アツ！背中が割れてる」「触ら

ない！」とか「出たー、わあー」、「ぶら下がっ

た！」「ライトを近づけすぎないように！」「初

めて見た！」など様々な新鮮な驚きの声や歓喜

の声と、スタッフの注意する声が入り混じって、

愉し気な観察会の様子でした。 

今日抜け殻が確認できたのはニイニイゼミ、

アブラゼミ、クマゼミの３種。羽化が見られた

のはニイニイゼミ、アブラゼミ、クマゼミの３

種でした。              （Ｔ.Ｗ） 
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No.３９７（２０２５年８月１７日） 

五月山自然観察インストラクター連絡会 

五 月 山 都 市 緑 化 植 物 園 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

 

 

大阪府池田市五月丘 5-2-5 ℡072-752-7082 

池田・しぜんのたより

◆ 池田自然観察会のお知らせ ◆ 

＊9月のテーマ すがたに広場の虫たち 

＊と    き   ２０25年 9月 21日（日） 

１0時 0０分～12時 0０分 

＊集合・解散   緑のセンター  すがたに広場 

＊持 ち 物   虫捕りあみなど（あれば）、水筒 

＊参 加 費   300円  

＊指   導   五月山自然観察ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ連絡会 

＊問い合わせ  池田市緑のｾﾝﾀｰ ℡ 072-752-７０82 

火曜日休館（祝日の場合は翌平日） 

 

 



今年の５月下旬ごろから咲き出したサンゴシ

トウですが、花後の枝を剪定し切り詰めてから

現在 2 回目の花が咲

いています。この後

全体に花が咲き終わ

ったら、再度又枝の

剪定を予定していま

す。 

このようにして毎年３回の花を楽しめます。 

〈但し毎日道路上に落ちる花柄の掃除が必要で

すが〉             神田 大竹 

                                           

猪名川での野鳥観察  2025年 7月 21日 

朝からテレビでは熱中症の予防をしきりに放

送している、良く晴れた暑い朝です。集まった

のは 3人だけでしたが予定通り観察会を始め

た。 

猪名川は梅雨時に良く降った雨のせいか水鳥

にとっては居心地の悪い川の様相になったの

か、先月に続いてチドリ、シギ類の水鳥は見ら

れませんでした。先月まで聞こえていたオオヨ

シキリの声も聞こえず、アオクビアヒルやハッ

カチョウも見られませんでした。その代わり、

田の稲も大きくなって餌をとるのが難しくなっ

たのか、婚

姻色も取れ

たダイサギ

が多くいま

したあまり

の暑さで、

橋の下に来

るたび給水と小休止を繰り返しながらも、暑さ

に抗しきれず、早い目に観察会を切り上げて終

わりました。 

本日の観察範囲はビッグハープの橋脚付近か

ら阪神高速道路が猪名川を池田市から川西市へ

と渡るあたり迄。観察できた鳥は今年最小の１

２種類でした。本日観察できた鳥；（カルガモ 

の親子、アオサギ、コサギ、ダイサギ、カワ

ウ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、イソヒヨ

ドリ、ツバメ、ハシボソカラス、ハシブトガラ

ス、スズメ）          小花 渡邉 

 

７月２０日猪名川中国高速道路の橋の下付近

で魚取りをしました。４cmほどのウキゴリが捕

れました。この付近では以前観られたカワヨシ

ノボリの姿がとんと見なくなりました。 

ウキゴリ：ハゼ

科に分類される

魚の一種。比較

的大型のハゼで

成魚は１３cm程になる。    神田 大竹                 

 

  7月 3日 豊中市島熊山で、タマムシの乱舞

が見られまし

た。毎年７月

には林縁のエ

ノキでタマム

シがたくさん見ら

れますが、今年も

交尾しているタマ

ムシが何組も居

て、エノキの周辺

を飛び回っていま

した。            豊中市 土田 

 

★池田の自然 街角の話題をお寄せください    

FAX：０７２－７５２－７４０１ 

E-Mail：midoricenter@imsf.or.jp 

（E-Mailがお勧めです） 

（あて先) 池田市緑のセンター 
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